
　すでに話題のChatGPTですが，性能をみるべく興味本
位でGPT-3.5 に「臨床検査」「将来」というワードを入力
してみました．この問いに数秒で回答が生成されてきまし
た．時間を空けて再度入力すると微妙に異なる回答があり
ましたが，おおむね下記の 6つの内容でした．
　1）基本的な検査技術の進歩：血液検査や尿検査などの基
本的な検査技術は常に改善が進んでいます．検査の精度，
感度，特異度が向上し，より早期に疾患を検出できるよう
になると期待されます．また，検査の自動化や高度なロボ
ティクスの導入により，効率的な処理が可能になります．
2）新しいバイオマーカーの発見：新規バイオマーカーの発
見により，より正確で効果的な検査が可能になります．こ
れにより，疾患の早期発見や進行のモニタリングが向上
し，治療の個別化が進む可能性があります．3）ゲノム情報
と検査の融合：個人のゲノム情報を考慮した検査や治療法
が開発されることで，遺伝性疾患の早期診断や個別化され
た治療が可能になると期待されます．4）ポイントオブケア
（POC）検査の普及：POC検査により，遠隔地やリモート
地域においても迅速な診断や健康管理が可能になるでしょ
う．5）人工知能（AI）の活用：AI 技術の進展により，臨床
検査の解析や診断の精度が向上します．AI により検査結
果を解析することで，より早期の疾患発見やリスク予測が
行われるようになるでしょう．6）バイオセンサー技術の発
展：バイオセンサー技術は，微細な生体試料から情報を得
ます．これにより，非侵襲的な検査やリアルタイムのモニ
タリングが可能になります．
　どれも臨床検査の将来を想定した的確な回答で感心しま
した．このAI の進歩にめげずに，本誌 10 月号から学びを
得たいところです．� （横田浩充）
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編集室より
最近，原材料の高騰による商品値上げのニュースをよく
耳にします．出版業も例外ではなく，紙の価格の値上が
りが深刻な問題です．とある会社では，コスト削減のア
イディアを社員から募り，採用された暁には，そのアイ
ディアを出した社員に削減コストの何割が還元されるの
だそうです．このようなコスト削減なら，ワクワクしな
がら取り組めそうです．� （M）
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